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平成9 年の病害虫の発生と防除

I 夏期聞の気象経過の概要 と水稲の作柄

1 夏期間の気象経過

本年の春は， ほ ぽ全国的 に 高温傾向 で推移 し ， 特 に 4
月の平均気温 は全国的 に 平年 を 上 回 り ， 5 月 も 引 き 続 き
北海道 と 東北の太平洋側 を 除 き 平年を上回 っ た 。

梅雨入 り は， ほ ぽ全国的 に 平年並か平年並 よ り 早か っ

た。 梅雨前線の活動 は ， 前半 は弱 く 東 ・ 西 日 本で は 高気

圧に覆わ れ晴れ る 日 が多 く 高温 と な り ， 後半 は， 前線の

活動が活発化 し た 九州 や 山陰な ど西 日 本を中心 に大雨の
日 が続 い た 。 梅雨明 け は ， 6月 10 日 に 気 象庁か ら 「エ

ル ニ ー ニョ現象が始ま っ て い る 可能性が高いj と 発表 さ

表-1 1997 年梅雨の状況

糠雨入り 梅 雨明 け
地 域

本 年 平 年 本 年 ' 平 年

沖 縄 5月1 日 頃 5月11 日 頃 6月20 日 6月28 日 頃

奄 美 5月 1 日 頃 5月1 1 日 頃 6月30 日 6月28 日 頃

九州南部 6月2 日 頃 6月2 日 頃 7月20目 。7月13 日 頃

九州北部 6月8 日 頃: 6月8 日 頃 H 7月18 日 頃

四 国 6月2 日 頃:6月 6 日 頃 7月19 日 7月16 日 頃

中 国 6月 8 日 頃:6月8 日 頃 H 7月19 日 頃

近 畿 6月9 日 頃: 6月8 日 頃 H 7月19 日 頃

東 海 6月9 日 頃: 6月9 日 頃 H 7月18 日 頃

関東甲信 6月9 日 頃: 6月9 日 頃 H 7月20 日 頃

北 陸 6月9 日 頃:6月12 日 頃 H 7月22 日 頃

東北南部 6月9 日 頃:6月12 日 頃 H 7月23 日 頃

東北北部 6月9 日 頃:6月14 日 頃 H 7月26 日 頃

Occurrence of Pests and Diseases and Their Control in 1997 
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れそ の遅れが懸念 さ れた も の の， ほ ぽ全国的 に 平年並か

平年並 よ り 早 く な り ， こ の期間の降水量 は後半 に 東 ・ 西

日本の 日 本海側で多 く な っ た 。

一方， 梅雨明 げ後の天候 は ， 北 日 本 で は 当初高温傾向
で順調に推移 し た も の の ， 8 月 に 入 り オ ホ ー ツ ク 海高気
圧が再び出現 し ， 低温傾向 と な る な ど寒暖の変動が大 き

か っ た 。 東 ・ 西 日 本で は ， 平年並か ら 低温傾向， 降水量

は関東 甲信地方で平年 を 下回 っ た 他 は 全般 に 多雨傾向 と

な っ た 。 また ， 日 照時間 は， 関東甲信地方で多 く な っ た
他は全国的 に寡照傾向 と な り ， 特 に 西 日 本で は梅雨後半

か ら 盛夏期 に か け て 長期間寡照傾向 と な る な ど梅雨明 砂

後の天候不順が 目 立 つ た 。
台風は， 6月 に7 号， 8 号が相次 い で上陸し， 7 月 に 9

号が上陸， 8月 に 1 1 号が九州 に 接近 し ， さ ら に 13 号が
南西諸島 を通過 し て影響 を与 え る な ど今夏 は台風の影響

を強 く 受 け た 夏 と な っ た 。 な お， 6 月 に 台風が 2 個上陸

し た の は， 実 に 1951 年以来の こ と で あ る 。

9月 に 入 る と ， 東北で は低気圧や 前線の影響 で曇 り や
雨の 日 が多 く ， 東 ・ 西 日 本で は 当初晴れて 残暑が厳 し か
っ た が， 動 き の 遅 い 台風 19 号 と 秋雨前線の影響 を 受 け
曇 り や雨 と な り ， 各地で大雨や強風の被害が発生 し た 。

2 水稲の作柄

10 月 15 日 現在 の 水稲 の 作柄 は ， 北海道及 び 東 北 で

は， 5 月 中句か ら 6月上句 に か け て の低温 ・ 日 照不足 に

よ り ， 穂数が少 な い な い し や や 少 な か っ た も の の， 1 穂

当 た り も み数の増加 に よ り ， 全 も み数は， 総 じ て 平年並

み な い し や や 少 な か っ た 。 登熟 は， 出穂後の 8 月 中句の
低温 に よ り 一時緩慢であ っ た も の の， そ の後の天候 に恵
まれた こ と か ら 良好 で あ る 。 な お， 北海道 に お い て ， 9 

月 中旬以降の低温 ・ 日 照不足 の影響 に よ り 脊未熟粒が発

生 し た。
作柄 は， 北海道が作況指数1 02， 東北が1 03で共に

「や や 良J で あ る 。 北陸で は， 6 月 中句 か ら 7月中旬 に
か け て の高温 に よ り 分 け つ の切 り 上が り が早 く 穂数が少

な か っ た こ と や， 倒伏 の 防止等 の た め穂肥 を手控 え た こ
と か ら ， 全 も み数 は 平年並 み な い し 少 な か っ た 。 登熟
は， 一部 の 県 を 除 い て出穂期以降 お お むね天候に恵まれ
た こ と か ら 良好であ る 。

作柄は， 作況指数 99 の「平年並み」 で あ る 。 関東以
西 で は ， 田 植 え 期 以 降 お お むね天候に恵ま れ た こ と か
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地域平均気温平 年差の 5 日 移動平均時系列

ら ， 全 も み数 は総 じ て 平年並み な い し や や 多 か っ た 。 登

熟は， 出穂期以降高温 ・ 多照で経過 し て い る こ と か ら 良
好であ る 。 な お， 一部の地域 に お い て， 台風第 9 号， 第

19 号の影響 に よ り ， 白 穏， 穂ずれ， 倒伏等の 被害が発

生 し た。
作柄は， 関東 ・ 東 山 が作況指数 107 の 「良J， 中国が

101， 近畿， 四国及 び九州 が 100， 東海が 99 の い ずれ も

「平年並み」 であ る 。

E 痛害虫の発生の概要

1 普通作

水稲の い も ち病 は， 5月下旬以降の不順な天候の影響

で， 本田初発時期が全体的 に 早 く ， 稲 の生育が軟弱傾向
であ っ た こ と か ら ， 葉 い も ちが北 日 本及び関東 を 除 く 広
い地域で 「やや多」 か ら 「多J の発生であ っ た 。 一方，

梅雨明 け以降 は， 西 日 本 を中心 に 不順 な 天候が続 い た た

め， 穂い も ちへの移行が懸念 さ れた が， そ の後天候 は 回

復 し， 例年起 こ る 高温抑制 に よ り 病勢の進展 は抑 え ら れ
た。 こ の た め ， 穂 い も ち は ， 葉 い も ち が 多 発 し た ， 北

陸， 東海， 近畿及び中国四国の 山 間部や常発地帯等 の一
部地域で 「やや多J と な っ た 。 ま た ， 都道府県か ら 発表

さ れた 発生予察情報 は， 葉 い も ちの 多発及 び梅雨期 に エ
ル ニ ー ニョ現象が始 ま り ， 梅雨明 げ の遅れや夏期の低温

が懸念 さ れた こ と か ら ， 警報7 件， 注意報延 53 件 の 計

6 0  f牛 に の ぽ っ た 。

こ こ 数年少発生で推移 し て い る 紋枯病 は， 梅雨明 け
後， 高温かつ 降水量の多 か っ た 東海並びに北陸及び近畿
の一部で 「やや多」 か ら 「多J と な り ， 特 に 茎数の 多 い
品種での発生が 目 立 つ た 。

そ の他の病害で は， 白葉枯病が， た ぴ重 な る 台風の上
陸や前線の活発化 に よ り 侵冠水 し た ほ場が多 か っ た北陸

並 び に 近畿， 中 国 及 び 九 州 の 一 部 で 「や や 多J か ら
「多」 の発生 と な っ た 。 ま た ， 平成 5 年 の 冷害年 に 多 発

し た 稲 こ う じ病が， 東北， 北陸及び中国の一部 で 「やや
多J か ら 「多」 と な っ た 。

害虫 で は， ニ カ メ イ ガ が， 暖冬の影響で越冬密度 の 高

か っ た 地域が多 か っ た こ と か ら ， 北海道及び九州、| を 除 く
広い範囲で 「やや多」 か ら 「多J で あ っ た 。 ニ カ メ イ ガ
は， こ こ 数年特 に 発生が 目 立 つ て き て お り ， そ の原因 と
し て 太拝品種の作付 け や マ コ モ な ど雑草処理の不徹底，
稲わ ら の再利用 な どが考 え ら れ る が， 発生 の 多 く な っ て

い る 地域では， そ の地域間差が大 き し 被害 を 出 す ケ ー

ス も 報告 さ れて い る 。

セ ジ ロ ウ ン カ 及び ト ピ イ ロ ウ ン カ は， 前線の活発化 し

た7月上中句 を 中心 に 数次 に わ た る 飛来が観測さ れ た
が， 平年並み以上の飛来量 と は な ら ず， そ の後増殖に 好

適 な 高温 と な っ た も の の， 予防粒剤 の普及等か ら ， 増殖
は緩慢で被害 は 少 な か っ た 。

一方， 昨年通常 は 防除の対象 と し て い な い地域 ま で広
く 飛来 し ， に わ か に そ の発生が問題 と な っ た コ プ ノ メ イ
ガ は， そ の飛来 自体が少 な か っ た た め ， 特 に 問題 と な ら
な か っ た 。

イ ネ ド ロ オ イ ム シ は， 特 に 東北及び関東で 「や や 多 」

か ら 「多j と な っ た 。
斑点米 カ メ ム シ類及 び イ ネ ク ロ カ メ ム シ は， 昨年全国

的 に 多発 し ， そ の越冬量 も 多 か っ た こ と か ら ， 北海道，

東北 を 除 く 一部地域で 「 や や 多 J か ら 「多J と な っ た 。

イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ は， 一部 を 除 き 「平年並」 以下の発

生であ っ た 。
水稲以外の普通作で は ， 麦の斑葉病の発生が， 種子消

毒の不徹底 に よ り 中国， 四国， 及び九州 の一部で 「 や や
多」 か ら 「多j で あ っ た 。 ま た ， 大豆の ハ ス モ ンヨ ト ウ
の発生が， 一部地域で 「 や や 多 」 か ら 「多J で あ っ た 。

2 果樹及ぴ茶

カ ン キ ツ で は ， か い よ う 病が， 相次 ぐ 台風の上陸及び
ミ カ ンハ モ グ リ ガの発生が四園地方 を中心 に 目 立 つ た影
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表-2 病害虫別発 生 ・ 防除状況(平 成 9 年 10月1 日 現在) ( 単 位 : 千ha， %)  

病害虫名 概 評
発 生面積 延べ防除面積 備 考
(前年比) (前年比)

( イ ネ )

葉い も ち 北 日 本及ぴ関東 を除く 広い地域でやや多~多 712 ( 100) 1 ， 751 (102) 5月下旬以 降の 不順な 平候

穂い も ち 北陸， 東海， 近畿及ぴ中国四国の一部地域でや 52 4( 1 1 1 )  2 ， 259 ( 96) 

や多
紋枯病 東海， 北陸及び近畿の一部でやや多~多 72 4 ( 100) 1 ， 28 4( 9 4) 

白菜枯病 北陸， 近畿， 中国及ぴ九州の一部でやや多~多 39 (205) 153 ( 106) 台風の 上陸， 前線の 活 発 化による 浸冠水

縞葉枯病 平 年並以 下 45 (100) 

ばか苗病 平 年並以 下 18 ( 69) 1 ， 460 ( 93) 

も み枯細菌病 関東， 北陸及び東海の一部地域でやや多~多 6 4( 7 4) 233 ( 152) 

稲こう じ病 東北， 北陸及び中国の一部でやや多~多 15 4(152) 39 ( 80) 

ニ カ メ イ ガ 北海道及び九州を除く 広い範囲でやや多~多 273 ( 88) 780 ( 88) 越冬密度高い， 太得品種， イ ネ ワ ラ の 再
利用等

セ ジ ロ ウ ン カ 少ない 792 (101 )  1 ， 177 ( 97) 

ト ピ イ ロ ウ ン カ 少ない 172 (297) 886 ( 107) 

ヒ メ ト ピ ウ ン カ 一部地域でやや多~多 658 ( 93) 1 ， 091 ( 93) 

ツ マ グ ロ ヨ コ ノマイ 一部地域でやや多~多 738 ( 108) 995 ( 97) 

イ ネ ド ロ オ イ ム シ 東北及び関東でやや多~多 403 ( 104) 76 4{ 97) 

斑点米カ メ ム シ 類 北海道， 東北 を除〈一部地域でやや多~多 333 ( 98) 1 ， 383 ( 105) 越冬量多

コ プノ メ イ ガ 少ない 301 ( 9 4) 450 ( 86) 

イネ ミ ズ ゾ ウ ム シ 一部地域 を 除き 平 年並以 下 955 ( 93) 997 ( 92) 

( ム ギ類)

さぴ病類 東北， 関東， 東海及び近畿の一部地域でやや多 22 ( 1 47) 50 ( 73) 

斑葉病 中国， 四国及び九州の一部地域でやや多~多 12 (133) 12 ( 57) 

う ど んこ病 関東， 東海及び中国の一部地域でやや多~多 90 ( 98) 1 7 4( 78) 

赤かぴ病 本州及ぴ四国の一部地域でやや多~多 80 ( 90) 198 ( 86) 

雪腐病 少ない 3 4( 81 ) 79 ( 95) 

雲形病 東北及ぴ北陸の一部地域でやや多~多 1 ( 100) 1 ( 100) 

(ジャ ガ イ モ )
疫病 北陸， 中国及び九州の一部地域でやや多 27 ( 73) 220 ( 61 )  

( ダイ ス )

紫斑病 中国の一部 を除き 平 年並以 下 3 ( 150) 21 ( 72) 

ハ ス モ ン ヨ トウ 一部地域でやや多~多 21( 1 1 )  33 ( 83) 

ノ、ダニ類 関東， 北陸， 近畿及ぴ四国 の一部地域でやや多 9 ( 129) 2 (200) 
~多

アプラ ム シ 類 東北， 近畿及び四国の一部地域でやや多 21( 1 7) 45 (129) 

{カ ン キ ツ 類)

そ う か病 関東， 東海， 近畿及び中国四国 の一部地域で 1 4( 93) 83 ( 9 4) 

黒点病 東海以西の一部地域でやや多~多 73 ( 1 1 1 )  298 ( 106) 

かいよ う 病 九州及び沖縄を徐〈一部地域でやや多~多 17 (1 42) 75 ( 107) 台風の 上陸， ミ カ ンハ モ グ リ ガの 発 生

ヤノ ネ カ イ ガ ラ ム シ 関東及び九州の一部地域でやや多 5 (  83) 86 ( 90) 

ミ カ ン ハ ダニ やや多~多 79 ( 103) 275 (103) 

( リ ン ゴ)

腐らん病 一部地域でやや多~多 8 (114 )  108 ( 98) 

モ リ ニ ア病 東北の一部地域でやや多の 他少ない 1(00) 89 ( 100) 

斑点落葉病 東北及ぴ関東の一部地域でやや多 1 5 (  58) 427 ( 103) 

黒星病 一部地域でやや多の 他平並以 下 3 (  60) 439 (101 )  

ハ マ キ ム シ 類 一部地域でやや多~多の 他平 年並以 下 4( 57) 220 ( 1 04) 

ハ ダニ 類 東北， 関東及ぴ中国の一部地域でやや多 1 1 ( 69) 98 ( 89) 

(ナ シ )
黒斑病 関東， 近畿及び中国の一部地域でやや多~多 3 (150) 66 ( 100) 5月上， 中旬の 不順な 天候

黒星病 関東以西の一部地域でやや多 3 (100) 133 ( 102) 

ナ シ ヒ メ シ ン ク イ 関東， 中国及び九州の一部地域でやや多 2 (200) 56 ( 104) 

ハダニ 類 やや多~多 8 (  88) 49 ( 102) 
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病害虫名 概 評
発 生面積 延べ防除面積 備 考
(前年比) (前年比)

アプラ ム シ 類 やや多~多 10 ( 125) 47 ( 96) 

( モ モ )

せ ん孔細菌病 一部地域でやや多~多 3 ( 150) 3 4(126) 

灰星病 近畿及び四国の一部地域でやや多の 他平 年並以 2 (200) 41 ( 108) 
下

( プ ド ウ )

晩腐病 関東， 中国四国及び九州の一部地域でやや多 2 ( 100) 60 ( 107) 

ベ と 病 関東以西でやや多~多 7 ( 1 40) 77 ( 103) 

灰色かぴ病 東北及び北陸の一部地域で多 2 (1 0 4) 3 4( 109) 

( カ キ )

う ど ん こ 病 東海以西の一部地域やや多~多 1 0 ( 1 1 1 )  5 4( 108) 

落葉病類 東海， 近畿の一部地域でやや多 5 (1 l l )  46 ( 96) 

カ キ ク ダアザ ミ ウ マ 東北及び関東の一部地域で多 5 ( 100) 20 ( 1 18) 

(果樹共通)
カ メ ム シ類" 平 年並み以 下 6 (  9) 62 ( 25) 針葉樹果実量が少な く ， 越冬成虫越冬量

( チ ャ )

炭そ病 関東， 近畿及び九州の一部地域でやや多~多

チ ャ ノ コ カ ク モ ンハ 東海及び近畿の 一部地域でやや多の 他平並以 下

マ キ

カ ン ザ ワ ハ ダニ 関東の一部地織でやや多~多

( キ ュ ウ リ )

べ と 病 四国， 九州及び沖縄の一部地域でやや多~多

う ど ん こ 病 関東以西の広い地域でやや多~多

( ス イ カ )

つ る 枯病 一部地域でやや多

(ハ ク サ イ )

軟腐病 九州の一部地域で多

自斑病 一部地域でやや多

( キ ャ ベ ツ )

黒腐病 一部地域でやや多~多

コ ナ ガ 一部地域でやや多~多

( タ マ ネ ギ)
べ と 病 一部地域でやや多~多

ポト リ チ ス 属菌によ 少ない
る 薬枯病

(野菜共通)
疫病2) 一部地域でやや多~多の 他平 年並以 下

灰色かぴ病3) 一部地域でやや多~多

アプラ ム シ 類4) 一部地域でやや多

ハ ダニ 類5) 一部地域でやや多~多

ハ ス モ ン ヨ トウ 的 やや多~多

ヨ トウ ガ7) やや多~多

1) : カ ンキツ ， ナ シ， カ キ
2) : トマ ト， ピ ー マ ン， キ ュ ウ リ ， ス イ カ ， タ マ ネ ギ
3) : トマ ト， レ タ ス ， イ チゴ

少ない

33 (100) 88 ( 102) 

13 ( 100) 73 ( 1 16) 

28 ( 1 17) 92 ( 102) 

7 ( 100) 62 ( 25) 

8 ( 160) 53 (100) 

3 ( 100) 45 ( 96) 

6 ( 150) 32 ( 97) 

3( 75) 28 ( 78) 

4( 66) 32 ( 86) 

18 ( 106) 8 4(101 )  

2 ( 100) 26 ( 90) 

13 ( 100) 

4( 125) 68 ( 1 l l )  

7 ( 100) 75 ( 93) 

44( 73) 292 ( 90) 

1 7 (  9 4) 76 ( 9 4) 

8 (  89) 36 ( 6 4) 

13 ( 81 )  100 ( 8 4) 

4' : トマ ト， ナ ス ， ピ ー マ ン， キ ュ ウ リ ， ス イ カ ， ダイ コ ン， ハ ク サ イ ， ネ ギ， レ タ ス ， ホウ レ ン ソ ウ ， サトイモ ， イ チゴ
5) : ナ ス ， ス イ カ ， サトイ モ ， イ チ ゴ

的 : ナ ス ， レ タ ス ， サトイ モ ， イ チ ゴ

η : ハ ク サ イ ， キ ャ ベ ツ ， ニ ン ジ ン， ホウ レ ン ソ ウ
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表-3 平 成 9 年 発 生 予察情報 (警報 ・ 注意報 ・ 特殊報) の 発 表状況

( 1 )  警報 ・ 注意報 (注・ 数字は 発 表月日 . 綴警護は響報) 00月 1日 現在)

① 稲 葉い も ち 穂い も ち セ ジ ロ ト ピ イ ロ コ プノ そ の 他の病害虫

ウ ン カ ウ ン カ メ イ ガ

�t 海 道 7 . 2 1 8 . 1 - ア カ ヒ ゲ ホ ソ ミ ド リ ク ラ ガ メ

東 �t 青 森 7 . 18 6 . 30 イ ネ ド ロ オ イ ム シ

岩 手 6 . 30， 7 . 8 4. 19-立枯病

宮 城 6 . 10 

秋 田 6 . 30， 7 . 17 

山 形 7 . 9  

福 島 7 . 25 

関 東 千 葉 7 . 22一斑点米 カ メ ム シ

山 梨 8 . 1  8 . 1  

長 野 7 . 10， 7 . 22 8 . 4 

jじ 陸 新 潟 6 . 27， 7 . 16 7 . 16 

富 山 6 . 16 ー イ ネ ド ロ オ イ ム シ

石 川 8 . 1 7 . 11 7 . 22 7 . 22 7 . 22 -斑点米 カ メ ム シ

領 井 7 . 11， 鱗畿 8 . 1  7 . 1 1-斑点米 カ メ ム シ

東 海 岐 阜 7 . 16 管機
愛 知 7 . 16 7 . 16， 8 . 5  

三 重 7 . 3  7 . 3  

近 畿 滋 賀 7 . 16， 議機
京 都 7 . 1 1 7 . 2 4， 機
大 阪 7 . 16 7 . 3 1， 機
兵 庫 7 . 11， 議綴 畿議議
奈 良 7 . 18 7 . 18， 機 7 . 8 斑点米 カ メ ム シ
和歌山 7 . 2 4  

中国 ・ 四国 鳥 取 7 . 16 7 . 30 

島 根 7 . 4 7 . 17 

岡 山 7 . 14 7 . 1 4， 8 . 6  

広 島 7 . 16 8 . 1 -斑点米 カ メ ム シ
山 口 7 . 25 

徳 島 7 . 3  7 . 3， 7 . 29 

愛 媛 8 . 6  

高 知 6 . 9， 6 . 30 6 . 30， 8 . 13 8 . 29-斑点米 カ メ ム シ

九 什| 福 岡 8 . 7  

長 崎 4. 1-縞葉枯病， ヒ メ ト ピ ウ ン カ
熊 本 8 . 12 

大 分 7 . 18 8 . 7  

宮 崎 5 . 9， 6 . 10 6 . 11， 8 . 4 

7 . 16 

鹿児島 7 . 2 4  8 . 13 6 . 16 斑点米 カ メ ム シ

② 畑作物 ( イ ネ を除く ) ③ 果樹 ( チ ャ を含む)

東 jじ 秋 田 8 . 3 -オ ウ ト ウ の灰星病， 7 . 9ー リ ン ゴの斑点落葉病， 炭そ病

山 形 5 . 28 リ ン ゴの腐 ら ん病

関 東 茨 城 9 . 10 畑作物のハ ス モ ン ヨ ト ウ

栃 木 8 . 27 白畑作物のハ ス モ ン ヨ ト ウ

千 葉 9 . 8-畑作物のハ ス モ ン ヨ ト ウ

神奈川 3 . 28 チ ャ の カ ン ザ ワ ハ ダニ， 8 . 29ーカ ン キ ツ の かいよう 病
10 . 30 温州 ミ カ ン の ミ カ ンハ ダニ

静 岡 4. 25ー カ ン キ ツ の かいよう 病， 8 . 1ー カ ン キ ツ の かいよ う 病
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�t 陸 新 潟 4 . 14 せ ん孔細菌病

東 海 岐 阜 9 . 10 ダ イ ズ のハ ス モ ン ヨ ト ウ

三 重 5 . 19ーチ ャ の ク ワ シ ロ カイ ガ ラ ム シ

近 畿 尽 都 5 . 27- ナ シ の黒斑病
大 阪 5 . 29 プ ド ウ の チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ， 6 . 23 イ チ ジ ク の ア ザ ミ ウ マ 類

7 . 31ーカ ン キ ツ の そ う か病
兵 庫 5 . 29- ナ シ の黒斑病

奈 良 7 . 10ーカキ の ミ カン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ

中国・四国 鳥 取 7 . 3 -ス イ カの疫， 褐色腐敗病 2 . 28 -ナ シ， リ ン ゴのハ ダニ類， 5 . 9 -ナ シ の黒斑病

8 . 1 -ナ シ の ハ ダニ類

島 根 5 . 15 ナ シの黒斑病
広 島 5 . 14 ナ シ の黒斑病， 5 . 16ーカン キ ツ の 灰色 か ぴ病

山 口 5 . 16 ナ シ の黒斑病

香 川 9 . 30-カ ン キ ツ の ミ カ ン ハ ダニ

愛 媛 8 . 6ーカ ン キ ツ の か い よ う 病

九 1H 佐 賀 7 . 29-カン キ ツ の か い よ う 病， 7 . 29ーカキ の炭 そ 病

長 崎 9 . 2ーカン キ ツ の ミ カ ン ハ ダニ

熊 本 4 . 1 1 ー イ グ サ の イ グサ シ ン ム シ ガ“ 
大 分 7 . 1- イ チ ゴの ウ ド ン コ 病 5 . 2 ーナ シ の黒星病

宮 崎 8 . 25ーチ ャ の も ち 病， あみ も ち 病

鹿児島 5 . 2ー チ ャ の ク ワ シ ロ カイ ガ ラ ム シ， 9 . 3ー チ ャ の ク ワシ ロ カイ ガ ラ ム シ

沖 縄 2 . 4ー サ ト ウ キ ピの メ イ チ ュ ウ 類 4 . 3 カンキ ツ の レ モ ン ト ピハム シ， 5 . 1ーカン キ ツ のチ ャ ノ キ イ ロ アザ ミ ウ マ

2 . 4ー サ ト ウ キ ピの サ ト ウ キ ビ ノ チ ピ 1 1 . 4 果樹の シ ロ イ チ モ ン ジ ヨ ト ウ ， オオ タ バ コ ガ
ア ザ ミ ウ マ

③ 野菜 (花き類を 含 む)

�t 海 道 7 . 15ー タ マ ネ ギの ネ ギ ア ザ ミ ウ マ

東 j七 岩 手 4 . 19- ア ブ ラ ナ 科野菜の コ ナ ガ

秋 田 6 . 3- キ ャ ベ ツ の コ ナ ガ

福 島 4 . 10ー ト マ ト ， ピ ー マ ン等の ト マ ト 黄化 え そ ウ イ ル ス ， 9 . 29一野菜のハ ス モ ン ヨ ト ウ

関 東 茨 城 9 . 10-野菜のハ ス モ ン ヨ ト ウ

栃 木 8 . 27-野菜のハ ス モ ン ヨ ト ウ

群 馬 7 . 25ー ネ ギ の シ ロ イ チ モ ン ジ ヨ ト ウ ， 8 . 7一野菜のオオ タ バ コ ガ

埼 玉 7 . 7ー ネ ギ の シ ロ イ チ モ ン ジ ヨ ト ウ ， 8 . 1 - ナ ス ， ト マ ト の オ オ タ バ コ ガ

千 葉 8 . 26ー ネ ギ等 の シ ロ イ チ モ ン ジ ヨ ト ウ ， 9 . 8 野菜の ハ ス モ ン ヨ ト ウ

東 京 8 . 28-野菜のオオ タ バ コ ガ， 9 . 30一野菜， 花きのハ ス モ ン ヨ ト ウ ， 10 . 21 一野菜， 花きの ツ ト マ ト 質化 え そ ウ イ ル ス

神奈川 9 . 22ー ネ ギ， キ ャ ベ ツ の シ ロ イ チ モ ン ジ ヨ ト ウ ， ハ ス モ ン ヨ ト ウ

東 海 岐 阜 9 . 10-野菜， 花きの ト マ ト の黄化 え そ ウ イ ル ス

近 畿 大 阪 8 . 28-野菜， 花きのオオタ バ コ ガ

中国・四国 鳥 取 7 . 18ー ネ ギの軟腐病

島 根 4 . 1- イ チ ゴのハ ダニ類， 9 . 12 ーア ブラ ナ 科野菜のハ ス モ ン ヨ ト ウ

九 JH 福 岡 2 . 13-冬春 ナ ス の す す か ぴ病

佐 賀 2 . 17-冬春 ナ ス の す す か ぴ病， 3 . 26ーイ チ ゴの う どんこ病

長 崎 6 . 3- イ チ ゴ の炭 そ 病， 6 . 3ー イ チ ゴの う どんこ病， 9 . 2 イ チ ゴの炭 そ 病， 10 . 31 - ニ ン ジ ン の う ど ん こ病

大 分 4 . 1 イ チ ゴの ハ ダニ類

沖 縄 1 .  7-ナ ス のハ ダニ類， 4 . 3 -キ ュ ウ リ ， ナ ス ， ス イ カの う どんこ病， 5 . 1 ー メ ロ ン の え そ 斑点病

6 . 2ー メ ロ ン の つ る枯病， 6 . 2ー メ ロ ン， ス イ カ のハ ダニ類， 1 1 . 4 果菜類 の マ メ ハ モ グ リ パ エ

1 1 . 4-野菜， 花きの シ ロ イ チ モ ン ジ ヨ ト ウ ， オオタ バ コ ガ， 1 1 . 4ー ニ ガ ウ リ の う ど んこ病

( 2 )  特殊報(数字は 発 表月日 )

① 普通作 ② 果 樹

北 海 道 1 4 . 28-水稲 の い も ち 病菌 レ ー ス の移 り 変わ り
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関 東 神奈川
静 岡

中国 ・ 四国 岡 山

山 口

九 州 鹿児島 7 . 1ーサ ト ウ キ ピの ク ロ マ ル コ ガネ

沖 縄 2 . 6 -サ ト ウ キ ピの カ ン シ ャ ワ タ ア プラ ム シ

③ 野菜

東 �t 宮 城 6 . 27 - ト マ ト の ト マ ト 黄化 え そ ウ イ ル ス
山 形
福 島 3 . 31ー ミ ニ ト マ ト の ト マ ト サ ピ ダニ

関 東 栃 木 1 . 16 -野菜の オ オ タ バ コ ガ

埼 玉 8 . 1 - ウ リ 類の立枯病

千 葉 3 . 18 - ト マ ト ， レ タ ス 等の オ オ タ バ コ ガ

神奈川 8 . 29- ピ ー マ ン の ト マ ト 黄化 え そ ウ イ ル ス

山 梨 9 . 10ー マ メ 類の イ ン ゲ ン テ ン ト ウ
長 野 9 . 1 1 -イ ン ゲ ン 他の イ ン ゲ ン テ ン ト ウ
静 岡 2 . 17 - ト マ ト の ト マ ト 黄化萎縮症

3 . 13ー イ チ ゴの イ チ ゴ角斑細菌病

10 . 6 - ト マ ト ， レ タ ス の貧化 え そ病

�t 陸 富 山 10 . 2 -施設 ト マ ト の マ メ ハ モ グ リ パエ

東 海 岐 阜 2 . 2 1【 ト マ ト の ト マ ト 貧化 え そ病
愛 知 1 . 16 - ト マ ト の ト マ ト 黄化 え そ ウ イ ル ス

近 畿 大 阪 2 . 28 ミ ズ ナ ， シ ュ ン ギ ク 等のハ ク サ イ ダニ

中国 ・ 四国 鳥 取 9 . 4 -ス イ カ の え そ 斑点病

島 根 4 . 1 メ ロ ン の ホ モ プ シ ス 根腐病
岡 山 10 . 3- ピ ー マ ン の斑点病
徳 島 7 . ト ト マ ト の ト マ ト 質化 え そ ウ イ ル ス
香 川 6 . 17ー レ タ ス の ビ ッ グベ イ ン病
高 知

九 州 福 岡 9 . 4ー イ チ ゴ の炭 そ 病

大 分 5 . 8ー ト マ ト の黒点根腐病. 5 . 8ー に ら の軟腐病

5 . 8-イ チ ゴの茎軟細菌病 ( 仮称)

9 . 1 -ユ ウ ガオ の黒点根腐病

宮 崎 6 . 23ー キ ク の ト マ ト 質化 え そ ウ イ ル ス

沖 縄 6 . 2 レ タ ス の う ど ん こ 病

響 で， rや や 多 」 か ら 「多」 と な っ た 。 ま た ， ミ カ ン ハ

ダニ 及 び ア プ ラ ム シ 類が 「や や 多J か ら 「多J で あ っ
た。

ナ シ で は， 黒斑病 が， 関 東， 近畿及 び 中 国 の 一部 で
「 や や 多 」 か ら 「多」 で あ っ た 。 ま た ， ハ ダニ 類及び ア
ブ ラ ム シ類が， rやや多J か ら 「多J であ っ た 。

モ モ で は， 近年発生が 目 立 つ て い る せ ん孔細菌病が，

一部地域で 「やや多J か ら 「多」 であ っ た 。
プ ド ウ で は， ぺ と 病の発生が関東以西で 「やや多」 か

ら 「多」 と な っ た 。
カ キ で は ， 昨年の カ メ ム シ 類 の 薬 剤 防 除 が く り 返 さ

10 . 30 -温州 ミ カ ン の ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ

10 . 6- キ ウ イ フ ル ー ツ の キ ウ イ ヒ メ ヨ コ バ イ

3 . 3ー モ モ の黒斑病. 10 . 3 -イ チ ジ ク の株枯病
2 . 19ー カ ン キ ツ 類の ミ カ ン ナ ガ タ マ ム シ

1 . 9 -マ ン ゴー の マ ン ゴ ー ハ ダニ. 1 . 9 -マ ン ゴー の マ ン ゴー ツ プカ イ

ガ ラ ム シ. 3 . 18ー カ ン キ ツ の カ ン キ ツ グ リ ー ニ ン グ病

④ 花き類

4 . 1 ーキ ク の ト マ ト 黄化 え そ ウ イ ル ス

1 . 16 -花きの オ オ タ バ コ ガ
5 . 22ーキ ク の ト マ ト 質化 え そ ウ イ ル ス
6 . 23ー観賞用 ト ウ ガ ラ シ の ト マ ト 黄化 え そ ウ イ ル ス

3 . 28 ーモ チ ノ キ ， サ ツ キ 等 の フ ラ ーパ ラ ゾ ウ ム シ
8 . 29ーニ ュ ー ギ ニ ア イ ンパチ ェ ン ス 等の ト マ ト 黄化 え そ ウ イ ル ス

2 . 21 -キ ク の キ ク え そ病

7 . 15ー キ ク の え そ病
5 . 20 -キ ク の キ ク モ ン サ ピ ダニ

れ， 天敵が減少 し た こ と 等か ら カ イ ガ ラ ム シ類の越冬成
虫 が増加 し ， 一部地域 で 「や や会j か ら 「多j と な っ
百，...。

昨年， 全国 で大発生 し た 果樹共通の カ メ ム シ類 は ， 産
卵場所 と な る 針葉樹の果実量が少 な か っ た こ と か ら ， 成
虫越冬量が少 なし本年 は「平年並j以下 と な っ た 。

チ ャ で は ， チ ャ ノ ホ ソ ガ及び ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ が
一部地域で 「やや多」 か ら 「多J で あ っ た 。

3 野菜

ヨ ト ガ類及び タ バ コ ガ類が， 各種作物で 「 や や 多 J か
ら 「多」 と な っ た 。 ま た ， 近年多発 し て い る イ チ ゴ う ど
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ん こ 病の発生が， 西 日 本 を 中心 に 「やや多」 か ら 「多J
と な っ た 。

皿 病害虫防除事業

1 ウ リ ミ パエ

奄美群島 : 前年 に引 き 続 き 奄美群島全域 に お い て侵入
警戒調査 を実施 し た 。

沖縄県 : 前年 に引 き 続 き 沖縄群島， 宮古群島及び八重
山群島 に お い て 侵入警戒調査及び不妊虫放飼 に よ る 再侵

入防止防除 を 実施 し た 。

2 ミ カ ン コ ミ .I(エ

沖縄県 : 前年 に引 き 続 き 侵入警戒調査 を 実施す る と と
も に ， 八重山群島 に お い て誘殺剤散布 に よ る 再侵入防止
防除 を 実施 し た 。

小笠原諸島 : 前年 に 引 き 続 き 侵入警戒謂査 を 実施 し
た 。

3 ア フ リ カ マ イ マ イ

奄美， 沖縄及び小笠原諸島の被害の著 し い野菜園場な

ど に お い て ， マ イ マ イ 駆除剤散布 に よ る 被害軽減防除 を

実施 し た 。

4 ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ

平成 2 年 に 発生が確認 さ れた鹿児島 県西之表市及 び平
成7 年 11 月 に 発生が確認 さ れた 高知県室戸市 に お け る
ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ に つ い て は， 緊急防除の省令に よ り

ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ の寄主植物 な どの移動 を禁止す る と

と も に， 発生地域 に お い て 殺虫剤の散布， 野生寄主植物

の除去な ど を 実施 し た 。
ま た ， 奄美群島 に お い て ア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ を， 沖縄

県 に お い て イ モ ゾ ウ ム シ及びア リ モ ド キ ゾ ウ ム シ を対象

に し て ， 不妊虫放飼等 に よ る 実験的な根絶防除 を実施 し
た 。

5 ナシ枝枯細菌病

平成7 年 に発生が確認 さ れた 北海道の ナ シ枝枯細菌病

菌 に つ い て は， 緊急防除の省令 に よ り 寄主植物 な どの移

動の規制， 消毒， 廃棄 を 実施 し た 。

6 天敵増猶配布

果樹の重要害虫で あ る イ セ リ ア カ イ ガ ラ ム シ ， ル ビ ー

ロ ウ ム シ， ミ カ ン ト ゲ コ ナ ジ ラ ミ の そ れぞれの天敵であ

る ペ ダ弘アテ ン ト ウ ム シ， ルビ ー ア カ ヤ ド リ コ パチ ， シ
ルベ ス ト リ コ パ リ の増殖配布 を前年に引 き 続 き 静岡， 岡

山， 長崎の各県でそ れぞれ実施 し た 。

W 農林水産航空事業

本年度 の 農林水産航空事業 の 農業関係実施延べ面積

表-4 平 成 9 農薬 年度農業出荷状況(推定)

( 単位 : t ・ k l， 百万円， % ) 

8 年度出荷 平 成 9 年度(推定)
用 途

(実績) 出 荷 対前 年比

殺虫剤
数量 148 ，741 120 ，000 81 

金額 145 ，030 120 ，000 83 

殺菌剤
数量 98 ，428 90 ，000 91 

金額 97 ，775 1 1 0 ，000 1 13 

殺虫殺菌剤j
数量 46 ，192 44 ，000 95 

金額 25 ，905 27 ，000 104 

除草剤
数量 97 ，682 81 ，000 83 

金額 127 ，901 130 ，000 102 

そ の 他
数量 25 ，750 1 5 ，000 58 

金額 13 ，451 12 ，000 89 

合計
数量 416 ，792 350 ，000 84 

金額 410 ，062 399 ，000 97 

は. 3，449 千 ha (対前年度比 88 . 9%) と な っ た 。

事業の基幹 であ る 水稲部門 は， 実施延べ面積 1 ， 129 千

ha (同 94 . 0%). 実面積 は 519 千 ha で水稲栽培面積 の

26 .7 % に あ た り ， 関 係 農 家 数 は 649 千戸， 総 農 家 数 の
28 . 8% を 占 め ， 年平均 2 . 2 回 の 散布が行わ れた 。 剤型別
散布面積割合 は， 液剤 94 . 2% (液剤散布 49 . 2%. 微量
散布 32 . 1%. 液剤少量散布 12 . 9%). 粒剤 5 . 4%. 微粒

剤 0 . 4% と な っ て い る 。

果樹部門 は， リ ン ゴ の 野 そ駆除， ク リ の害虫防除 な ど
4 千 ha (同 90 . 0%) で あ っ た 。

畑作部門は， ム ギ， ダイ ズ， サ ト ウ キ ビ な ど の病害虫

防除な ど 16 千 ha ( 同 93 . 2%) で あ っ た 。
畜産部門 は， 牧野の施肥 な ど. 3 千 ha ( 同 105 . 9%)

であ っ た 。

ミ パ エ 部 門 は ミ パエ 類 の 侵 入 防止防除 等 が 行 わ れ，

2，625 千 ha ( 同 99 . 0%) で あ っ た 。
無 人 ヘ リ コ プ タ ー に よ る 防 除 実 績 は， 本 年 度 水 稲

18 . 6 千 ha. コ ム ギ お よ び ダ イ ズ 等 3 千 ha. 計 189 千

ha と な っ た 。

V 農薬の出荷状況

平成 9 農薬年度 (平成 8 年 10 月 ~平成 9 年 9 月 ) に
お け る 農薬 の出荷 は， 前年度 に 比 べ 数 量 で は 16%減 の
350千t ・ kl . 金額 で は 3%減 の 3 ， 990 億 円 程 度 と 推 定
さ れ る 。
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